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論
　
　
説

死
刑
囚

の
時
効
に
つ
い
て

平
沢
貞
通
の
人
身
保
護
請
求
事
件
の

顛
末
と
批
評
O

沢

登

佳

人

　
本
論
O
（
本
誌
前
号
）
に
載
せ
た
平
沢
貞
通
氏
人
身
保
護
請
求
事
件
東
京
地
裁
決
定
に
対
し
、
請
求
人
ら
は
、
直
ち
に
最
高
裁
判
所

に
対
し
て
特
別
抗
告
を
提
起
し
た
。
そ
の
理
由
書
（
昭
和
六
〇
年
六
月
一
五
日
提
出
）
の
要
旨
を
以
下
に
ま
ず
掲
げ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
最
高
裁
第
一
小
法
廷
は
、
昭
和
六
〇
年
七
月
一
九
日
、
抗
告
を
棄
却
す
る
決
定
を
下
し
た
。
そ
の
決
定
書
の
全
文
を
次
に
掲
げ
る
。

　
さ
て
、
か
く
あ
る
こ
と
を
予
想
し
た
請
求
人
ら
は
、
こ
れ
よ
り
先
昭
和
六
〇
年
五
月
三
〇
日
、
東
京
地
裁
に
、
原
告
平
沢
貞
通
・
被

告
国
間
の
「
昭
和
六
〇
年
五
月
七
日
以
後
の
拘
置
は
違
法
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
日
か
ら
平
沢
氏
の
釈
放
の
日
ま
で
、
国
は
、
一
日
に
つ

き
七
、
二
〇
〇
円
の
割
合
で
国
家
賠
償
を
せ
よ
。
」
と
の
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
て
お
い
た
（
七
、
二
〇
〇
円
は
、
再
審
で
無

罪
と
な
っ
た
と
き
の
刑
事
補
償
最
高
額
に
同
じ
）
。
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最
高
裁
決
定
が
右
違
法
を
認
め
て
い
な
い
以
上
、
そ
ん
な
請
求
を
し
た
と
て
帰
趨
は
始
め
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か

受
理
さ
れ
る
こ
と
自
体
難
し
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
裁
判
所
法
一
〇
条
但
書
三
号
に
は
、
「
憲
法
そ
の

他
の
法
令
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
、
最
高
裁
判
所
の
意
見
が
前
に
最
高
裁
判
所
の
し
た
裁
判
に
反
す
る
と
き
」
に
は
、
大
法
廷
で
裁
判

す
れ
ば
、
前
の
最
高
裁
の
判
例
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
、
右
国
家
賠
償
請
求
事
件
に
対
す
る
東
京
地
裁

民
事
一
六
部
（
渡
辺
昭
裁
判
長
ほ
か
二
名
）
の
昭
和
六
〇
年
七
月
一
二
日
の
訴
訟
救
助
取
消
決
定
に
お
い
て
も
、
「
最
高
裁
判
所
の
確

立
し
た
判
例
が
存
し
て
も
、
そ
れ
が
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
あ
れ
ば
、
そ
の
最
高
裁
判
所
の
判
断
に

反
す
る
結
論
を
求
め
る
請
求
」
が
許
さ
れ
る
旨
、
判
示
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
、
こ
の
国
家
賠
償
請
求
事
件
の
第
一
回
口
頭
弁
論
期
日

が
、
昭
和
六
〇
年
九
月
二
十
日
午
後
一
時
と
指
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
（
本
論
脱
稿
は
同
年
同
月
一
〇
日
）
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
事
件
の
請
求
人
ら
は
、
そ
の
主
張
を
裏
づ
け
る
た
め
に
、
平
沢
氏
の
人
身
保
護
請
求
を
棄
却
し
た
東
京
地
裁
決
定
に

対
す
る
抗
告
を
棄
却
し
た
最
高
裁
決
定
に
対
す
る
法
律
鑑
定
書
の
提
出
を
、
筆
者
を
含
む
多
数
法
学
者
に
要
請
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て

編
者
が
作
成
し
提
出
し
た
法
律
鑑
定
書
の
全
文
を
、
最
後
に
掲
げ
る
。

　
こ
の
鑑
定
書
で
縷
々
述
べ
た
最
高
裁
決
定
へ
の
批
判
を
一
言
に
要
約
す
れ
ば
、
「
こ
の
決
定
は
、
今
の
最
高
裁
判
所
の
理
論
的
か
つ

倫
理
的
な
頽
廃
の
真
に
眼
を
覆
わ
ん
ば
か
り
の
実
態
を
、
如
実
に
示
し
て
い
る
。
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら

　
本
論
O
に
載
せ
た
平
沢
氏
の
人
身
保
護
請
求
に
対
す
る
東
京
地
裁
の
決
定
は
、
そ
れ
に
併
せ
掲
載
し
た
筆
者
の
批
判
か
ら
も
明
ら
か

な
如
く
、
予
定
の
結
論
に
持
っ
て
行
く
た
め
に
、
初
め
か
ら
終
り
ま
で
論
理
学
上
の
誤
謬
の
多
彩
な
諸
類
型
を
連
ら
ね
て
お
り
、
論
理

学
誤
謬
論
の
絶
好
の
教
育
資
料
と
し
て
役
立
ち
う
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
支
離
滅
裂
な
議
論
を
百
万
言
を
費
し
て
必
死
に
構
築
し

た
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
、
そ
こ
に
示
さ
れ
た
所
の
、
帝
銀
事
件
と
平
沢
氏
と
を
め
ぐ
っ
て
過
去
に
犯
さ
れ
た
権
力
の
誤
り
と
大
失
態
を
権
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力
の
走
狗
と
し
て
八
方
糊
塗
し
隠
蔽
せ
ん
と
す
る
忠
誠
ぶ
り
に
は
、
一
種
の
感
動
を
覚
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
の
決
定
は
、
権

力
の
中
枢
に
坐
す
る
者
の
不
誠
実
と
侶
傲
と
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
つ
け
て
、
一
人
の
非
運
の
老
人
の
運
命
・
生
死
と
憲
法
人
権
保
障
規

定
の
存
亡
と
を
賭
け
た
抗
告
の
血
の
叫
び
を
鼻
先
で
あ
し
ら
い
、
ま
じ
め
に
通
読
し
た
と
さ
え
思
わ
れ
な
い
証
拠
に
、
憲
法
違
反
を
主

張
す
る
適
法
な
抗
告
理
由
中
二
つ
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
理
由
に
な
ら
な
い
理
由
　
　
論
点
の
先
取
り
と
す
り
か
え
と
　
　
を
以
て

一
言
の
下
に
斥
け
た
上
に
、
も
う
一
つ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
反
論
に
窮
し
た
た
め
か
そ
れ
と
も
老
人
ぼ
け
の
故
か
判
断
を
全
く
脱
落

さ
せ
、
か
く
て
法
令
解
釈
の
合
憲
性
を
確
保
す
る
と
い
う
国
民
お
よ
び
憲
法
か
ら
負
託
さ
れ
た
厳
粛
な
使
命
を
完
全
に
放
榔
し
た
の
で

あ
る
。

　
願
わ
く
は
本
稿
が
、
わ
が
刑
事
司
法
の
臨
終
の
記
録
と
な
る
こ
と
な
く
、
そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
わ
が
身
の
醜
状
に
恥
じ
て
司
法
権

が
自
ら
起
死
回
生
を
は
か
る
鏡
と
な
ら
ん
こ
と
を
。

　
な
お
抗
告
理
由
書
に
は
、
多
数
法
学
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
原
決
定
に
対
す
る
法
律
鑑
定
書
そ
の
他
の
学
説
や
資
料
が
援
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
本
論
の
で
紹
介
ず
み
の
も
の
以
外
の
新
学
説
・
新
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
と
抗
告
理
由
書
本
文
の
新
味
を

出
し
た
部
分
と
は
、
紹
介
す
る
価
値
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
本
号
で
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
紙
幅
に
盛
り
切
れ
な
い
た
め
、
本
論
の
末
尾
で

予
告
し
た
、
筆
者
自
身
の
原
決
定
に
対
す
る
法
律
鑑
定
書
の
重
要
部
分
お
よ
び
そ
れ
に
対
応
す
る
原
決
定
書
の
部
分
と
併
せ
て
、
い
ず

れ
本
論
日
と
し
て
本
誌
上
に
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

◇
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平
沢
貞
通
氏
の
人
身
保
護
請
求
事
件
東
京
地
裁
決
定
に
対
す
る
抗
告
理
由
（
要
旨
）

　
第
一
点
～
刑
法
三
一
条
お
よ
び
三
二
条
一
号
に
よ
り
、
平
沢
貞
通
氏
に
対
す
る
死
刑
は
既
に
時
効
が
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

完
成
日
の
翌
日
以
後
の
拘
禁
は
、
憲
法
三
一
条
の
禁
止
す
る
「
法
律
の
定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
」
い
自
由
の
侵
害
で
あ
り
、
か
つ
憲
法

三
四
条
前
段
が
禁
ず
る
「
正
当
な
理
由
が
な
」
い
拘
禁
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
拘
禁
を
是
認
し
た
原
決
定
は
、
憲
法
三
一
条
お
よ
び

三
四
条
に
違
背
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
そ
し
て
こ
の
主
張
を
支
え
る
た
め
に
、
抗
告
人
は
、
「
死
刑
囚
に
対
し
て
は
死
刑
の
時
効
は
進
行
せ
ぬ
」
と
の
原
決
定
の
論
旨
を

　
駁
撃
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
本
論
O
に
載
せ
た
人
身
保
護
請
求
者
お
よ
び
そ
の
援
用
し
た
諸
法
律
鑑
定
書
そ
の
他
の
学
説
の

　
論
旨
の
集
大
成
で
あ
る
か
ら
、
省
略
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
第
二
点
ー
平
沢
氏
を
過
去
三
〇
年
間
、
特
に
そ
の
う
ち
、
そ
の
期
間
中
は
刑
訴
法
四
四
二
条
に
よ
り
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
え
か
つ

停
止
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
停
止
し
て
お
け
ば
刑
法
三
三
条
に
よ
り
そ
の
間
は
時
効
は
進
行
し
な
く
な
る
代
り
に
、
平
沢
氏
は
死
の
恐
怖

を
免
れ
て
心
安
ら
か
に
生
活
し
え
、
裁
判
所
は
審
理
中
に
死
刑
を
執
行
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
な
い
で
慎
重
に
審
議
を
尽
し
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
は
ず
で
あ
っ
た
所
の
、
前
後
通
算
二
八
年
に
わ
た
る
再
審
請
求
期
間
中
も
敢
て
一
度
も
、
死
刑
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
、
終

始
平
沢
氏
を
、
来
る
日
も
来
る
日
も
「
今
日
は
死
刑
か
、
今
日
は
殺
さ
れ
る
か
」
と
い
う
、
検
察
官
が
再
審
請
求
中
の
二
八
年
間
に
つ

い
て
は
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
た
し
与
え
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
っ
た
所
の
恐
怖
に
よ
っ
て
さ
い
な
み
続
け
た
挙
句
に
、
死
刑
を
執

行
す
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
「
三
〇
年
間
の
、
そ
の
う
ち
二
八
年
間
は
不
法
か
つ
不
必
要
な
死
の
恐
怖
の
下
の
禁
銅
、
プ
ラ
ス
死
刑
」



5
0

と
い
う
、
法
律
に
定
め
な
き
刑
罰
を
科
す
こ
と
で
あ
っ
て
、
憲
法
三
一
条
の
法
定
手
続
条
項
に
含
ま
れ
て
い
る
罪
刑
法
定
主
義
に
違
反

し
、
第
二
に
、
長
期
に
わ
た
り
不
法
か
つ
不
必
要
な
死
の
恐
怖
と
い
う
想
像
を
絶
す
る
残
酷
な
精
神
的
苦
痛
を
与
え
続
け
た
上
の
死
刑

で
あ
る
点
で
、
憲
法
三
六
条
の
禁
止
す
る
「
残
虐
な
刑
罰
」
に
当
る
。

　
又
も
し
、
法
務
大
臣
が
、
「
い
く
ら
な
ん
で
も
こ
の
上
死
刑
を
執
行
す
る
の
は
非
人
道
的
で
世
界
中
の
非
難
を
受
け
る
だ
ろ
う
か
ら
、

死
刑
を
執
行
せ
ず
拘
禁
し
た
ま
ま
自
然
死
を
待
つ
こ
と
に
し
よ
う
。
」
と
考
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
も
は
や
刑
法
＝
条
二
項

が
「
死
刑
ノ
執
行
二
至
ル
マ
テ
」
認
め
て
い
る
拘
置
で
は
あ
り
え
ず
、
従
っ
て
憲
法
三
一
条
の
「
法
定
手
続
」
に
よ
ら
な
い
自
由
の
侵

奪
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
容
認
し
た
原
決
定
は
、
憲
法
三
一
条
お
よ
び
三
六
条
に
違
反
し
て
い
る
。

　
　
な
お
抗
告
人
は
、
こ
の
主
張
を
支
え
る
た
め
、
原
決
定
の
容
認
論
を
批
判
し
て
い
る
が
、
こ
れ
又
本
論
ω
に
紹
介
し
た
諸
論
旨
の

　
く
り
返
し
で
あ
る
か
ら
、
省
略
す
る
。

　
第
三
点
ー
死
刑
を
言
渡
し
た
裁
判
確
定
後
法
に
背
い
て
逃
亡
し
、
三
〇
年
間
自
由
を
享
受
し
、
さ
し
迫
っ
た
死
の
恐
怖
を
感
じ
る
こ

と
な
く
心
安
ら
か
に
、
通
常
の
社
会
生
活
を
送
っ
て
来
て
、
未
だ
膿
罪
を
終
え
ず
応
報
も
十
分
に
は
受
け
て
お
ら
ず
、
彼
に
対
す
る
社

会
規
範
感
情
も
緩
和
さ
れ
て
い
な
い
逃
亡
死
刑
犯
に
対
し
て
よ
り
も
、
法
を
守
っ
て
三
〇
年
間
自
由
の
剥
奪
を
甘
受
し
、
連
日
片
時
の

休
み
も
な
く
し
か
も
そ
の
大
部
分
は
不
法
に
死
の
恐
怖
に
さ
い
な
ま
れ
続
け
、
既
に
十
分
応
報
を
受
け
賦
罪
を
す
ま
せ
、
そ
の
結
果
彼

に
対
す
る
社
会
規
範
感
情
も
緩
和
さ
れ
て
い
る
死
刑
囚
に
対
し
て
の
方
が
、
遙
か
に
時
効
の
完
成
を
認
め
て
や
る
べ
き
理
由
が
強
い
の

に
、
逆
に
前
者
に
そ
の
完
成
を
認
め
後
者
に
認
め
な
い
の
は
、
明
ら
か
に
同
じ
死
刑
犯
を
憲
法
一
四
条
に
言
う
「
社
会
的
身
分
に
よ
り
」



「
社
会
関
係
」
の
一
種
で
あ
る
法
律
的
関
係
「
に
お
い
て
、
差
別
」
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
法
の
下
の
平
等
」
に
反
す
る
。
従
っ
て
、

こ
の
差
別
を
容
認
し
た
原
決
定
は
、
憲
法
一
四
条
に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
な
お
こ
の
主
張
を
支
持
す
べ
く
、
抗
告
人
が
原
決
定
の
論
旨
に
加
え
た
反
駁
は
、
前
記
同
様
の
理
由
に
よ
り
省
略
す
る
。

◇
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昭
和
六
〇
年
㈲
第
二
五
六
号

　
　
　
決
　
　
　
　
　
定

　
（
所
番
地
省
略
）
八
王
子
医
療
刑
務
所
在
監
　
抗
告
人
・
被
拘
束
者
　
平
澤
貞
通
　
右
代
理
人
弁
護
士
　
遠
藤
誠
　
（
所
番
地
省
略
）

抗
告
人
　
遠
藤
誠

　
（
所
番
地
省
略
）
相
手
方
　
法
務
大
臣
　
嶋
崎
均
　
　
（
所
番
地
省
略
）
相
手
方
　
検
事
総
長
　
江
幡
修
三
　
　
（
所
番
地
省
略
）
相
手

方
　
八
王
子
医
療
刑
務
所
長
　
吉
永
享
　
右
三
名
指
定
代
理
人
　
中
島
重
幸

　
右
抗
告
人
ら
は
、
東
京
地
方
裁
判
所
昭
和
六
〇
年
α
9
第
二
号
、
第
三
号
人
身
保
護
請
求
事
件
に
つ
き
、
同
裁
判
所
が
昭
和
六
〇
年
五

月
三
〇
日
に
し
た
請
求
棄
却
の
決
定
に
対
し
、
抗
告
の
申
立
を
し
た
の
で
、
当
裁
判
所
は
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
意
見
で
、
次
の
と
お

り
決
定
す
る
。

　
　
　
主
　
　
　
　
　
文

　
抗
告
人
ら
の
相
手
方
八
王
子
医
療
刑
務
所
長
に
対
す
る
本
件
抗
告
を
棄
却
す
る
。
　
抗
告
人
ら
の
そ
の
余
の
相
手
方
に
対
す
る
本
件
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抗
告
を
却
下
す
る
。
　
抗
告
費
用
は
抗
告
人
ら
の
負
担
と
す
る
。

　
　
　
理
　
　
　
　
　
由

　
一
　
抗
告
人
兼
抗
告
代
理
人
遠
藤
誠
の
抗
告
理
由
第
一
点
及
び
同
第
二
点
の
う
ち
憲
法
三
一
条
違
反
を
い
う
部
分
に
つ
い
て

　
所
論
の
点
に
関
し
、
死
刑
の
確
定
裁
判
を
受
け
た
者
が
刑
法
＝
条
二
項
に
基
づ
き
監
獄
に
継
続
し
て
拘
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は

死
刑
の
時
効
は
進
行
し
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
右
判
断
に
法
令
の
解
釈
適
用
の
誤
り
が

あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
所
論
違
憲
の
主
張
は
、
前
提
を
欠
く
。
論
旨
は
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
二
　
同
第
二
点
の
う
ち
憲
法
三
六
条
違
反
を
い
う
部
分
に
つ
い
て

　
刑
法
＝
条
二
項
所
定
の
拘
置
は
、
死
刑
の
執
行
行
為
に
必
然
的
に
付
随
す
る
前
置
手
続
で
あ
っ
て
、
死
刑
の
執
行
に
至
る
ま
で
継

続
す
べ
き
も
の
と
し
て
法
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
論
の
よ
う
な
拘
置
の
の
ち
に
死
刑
の
執
行
を
す
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所

大
法
廷
の
判
例
（
昭
和
二
二
年
㈹
第
＝
九
号
同
二
三
年
三
月
一
二
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
二
巻
三
号
一
九
一
頁
、
昭
和
二
六
年
㈹
第

二
五
一
八
号
同
三
〇
年
四
月
六
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
九
巻
四
号
六
六
三
頁
）
の
趣
旨
に
徴
す
れ
ば
、
憲
法
三
六
条
に
い
う
残
虐
な
刑

罰
に
当
た
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
所
論
の
点
に
関
す
る
原
審
の
判
断
は
相
当
で
あ
り
、
論
旨
は
採
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
三
　
そ
の
余
の
抗
告
理
由
に
つ
い
て

　
最
高
裁
判
所
が
抗
告
に
関
し
て
裁
判
権
を
有
す
る
の
は
、
訴
訟
法
に
お
い
て
特
に
最
高
裁
判
所
に
抗
告
を
申
し
立
て
る
こ
と
を
許
容

し
た
場
合
に
限
ら
れ
、
人
身
保
護
請
求
事
件
に
お
い
て
請
求
を
棄
却
し
た
決
定
に
つ
い
て
は
、
人
身
保
護
規
則
四
六
条
の
規
定
に
よ
り

民
訴
法
四
一
九
条
ノ
ニ
所
定
の
原
審
の
「
裁
判
二
憲
法
ノ
解
釈
ノ
誤
ア
ル
コ
ト
其
ノ
他
憲
法
ノ
違
背
ア
ル
コ
ト
」
を
理
由
と
す
る
抗
告



剴駅疾引
に効

時
の

咽研
の
み
が
右
の
場
合
に
当
た
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
所
論
は
、
違
憲
を
い
う
が
、
そ
の
実
質
は
、
刑
の
時
効
に
関
す
る

刑
法
三
二
条
な
い
し
そ
の
関
係
法
令
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
の
主
張
で
あ
っ
て
、
民
訴
法
四
一
九
条
ノ
ニ
所
定
の
場
合
に
当
た
ら
な
い

と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
右
は
適
法
な
抗
告
理
由
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
四
　
相
手
方
法
務
大
臣
及
び
同
検
事
総
長
に
対
す
る
抗
告
に
つ
い
て

　
原
決
定
は
、
抗
告
人
ら
の
相
手
方
法
務
大
臣
及
び
同
検
事
総
長
に
対
す
る
各
請
求
に
つ
い
て
は
、
右
相
手
方
ら
が
人
身
保
護
法
及
び

人
身
保
護
規
則
に
定
め
る
「
拘
束
者
」
に
当
た
ら
ず
、
右
各
請
求
が
不
適
法
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
同
法
一
一
条
一
項
、
同
規
則

二
一
条
一
項
一
号
に
よ
り
棄
却
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
抗
告
人
ら
は
、
右
相
手
方
ら
に
対
す
る
抗
告
に
つ
い
て
は
、
右
決
定
に
関
す

る
抗
告
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
を
提
出
し
て
い
な
い
か
ら
、
右
抗
告
は
不
適
法
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
五
　
よ
っ
て
、
本
件
抗
告
の
う
ち
、
相
手
方
八
王
子
医
療
刑
務
所
長
に
対
す
る
も
の
を
棄
却
し
、
そ
の
余
を
却
下
し
、
抗
告
費
用
は

抗
告
人
ら
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
と
し
、
主
文
の
と
お
り
決
定
す
る
。

　
昭
和
六
〇
年
七
月
一
九
日

　
　
　
　
　
最
高
裁
判
所
第
一
小
法
廷
　
裁
判
長
裁
判
官
　
和
田
誠
一
　
裁
判
官
　
谷
口
正
孝
　
裁
判
官
　
角
田
禮
次
郎
　
裁
判
官

　
　
　
　
　
矢
口
洪
一
　
裁
判
官
　
高
島
益
郎

◇

5
3
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法
　
律
　
鑑
　
定
　
書

新
潟
大
学
法
学
部
教
授
（
珊
事
訴
訟
灘
）
　
沢
　
　
登
　
　
佳
　
　
人

平
沢
貞
通
氏
の
人
身
保
護
請
求
事
件
東
京
地
裁
決
定
へ
の
抗
告
に
対
す
る
最
高
裁
決
定
の
理
由
の
誤
り
を
、
以
下
に
論
証
す
る
。

　
一
、
決
定
理
由
一
お
よ
び
三
に
つ
い
て

　
抗
告
は
、
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
り
、
原
決
定
の
憲
法
三
一
条
違
反
を
主
張
し
て
い
る
。

　
O
死
刑
を
言
渡
し
た
裁
判
確
定
後
三
〇
年
経
過
し
刑
の
時
効
が
完
成
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
引
き
続
き
監
獄
に
拘
置
す
る
こ
と
は
、

「
法
律
の
定
め
る
手
続
に
よ
ら
な
」
い
自
由
の
侵
奪
（
憲
法
三
一
条
）
で
あ
り
、
か
つ
「
正
当
な
理
由
が
な
」
い
拘
禁
で
あ
る
（
憲
法

三
四
条
後
段
）
。
（
抗
告
理
由
書
九
〇
頁
）

　
口
三
〇
年
間
死
の
恐
怖
下
に
監
獄
に
拘
置
し
た
死
刑
囚
に
さ
ら
に
死
刑
を
科
す
こ
と
は
、
実
質
上
「
死
の
恐
怖
の
も
と
の
禁
鋼
三
〇

年
プ
ラ
ス
死
刑
」
を
科
す
こ
と
で
あ
る
が
、
三
〇
年
前
に
確
定
し
た
判
決
は
刑
法
一
九
九
条
に
基
い
て
死
刑
を
科
す
こ
と
を
命
じ
た
だ

け
で
あ
っ
て
、
法
律
に
定
め
の
な
い
「
プ
ラ
ス
死
の
恐
怖
下
の
禁
鋼
三
〇
年
」
を
科
し
て
は
い
な
い
。
故
に
、
平
沢
氏
に
対
し
今
後
実

際
に
死
刑
を
科
す
か
、
科
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
拘
置
し
続
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
あ
ら
か
じ
め
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
刑

罰
以
外
の
実
質
上
の
刑
罰
を
科
し
て
は
な
ら
ぬ
」
と
い
う
、
憲
法
三
一
条
が
含
意
し
て
い
る
罪
刑
法
定
主
義
に
違
反
す
る
（
憲
法
＝
＝

条
が
適
正
手
続
条
項
と
罪
刑
法
定
主
義
と
の
結
合
で
あ
る
こ
と
は
、
わ
が
学
界
の
通
説
で
あ
る
。
大
野
盛
直
「
刑
事
手
続
に
関
す
る
憲
法
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上
の
原
則
L
清
宮
四
郎
．
佐
藤
功
編
集
、
憲
法
講
座
2
国
民
の
権
利
及
び
義
務
二
四
一
頁
。
）
。
又
も
し
そ
う
で
は
な
く
て
、
今
後
死
刑
を
執
行

せ
ず
自
然
死
を
待
つ
つ
も
り
で
拘
置
を
続
け
る
と
す
れ
ば
、
死
刑
執
行
に
至
る
ま
で
、
か
つ
そ
れ
ま
で
に
限
っ
て
、
監
獄
内
に
拘
置
す

る
こ
と
を
認
め
る
刑
法
一
一
条
二
項
に
基
く
拘
置
で
は
な
い
こ
と
に
な
り
、
さ
り
と
て
他
の
如
何
な
る
法
律
に
基
く
拘
置
で
も
な
い
か

ら
、
憲
法
三
一
条
の
要
求
す
る
法
定
手
続
に
よ
ら
ざ
る
自
由
侵
奪
で
あ
っ
て
、
や
は
り
憲
法
三
一
条
に
違
反
す
る
。
（
抗
告
理
由
書
九
七

～
九
九
頁
お
よ
び
一
一
七
ー
＝
八
頁
）

　
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
決
定
は
、
「
死
刑
の
確
定
裁
判
を
受
け
た
者
が
刑
法
一
一
条
二
項
に
基
づ
き
監
獄
に
継
続
し
て
拘
置
さ
れ
て

い
る
場
合
に
は
死
刑
の
時
効
は
進
行
し
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
右
判
断
に
法
令
の
解
釈

適
用
の
誤
り
が
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
所
論
違
憲
の
主
張
は
、
前
提
を
欠
く
。
」
と
判
示
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
示
で
は
何
ら
抗
告
理
由
に
答
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
抗
告
が
原
決
定
を
憲
法
三
一
条
お
よ
び
憲
法
三

四
条
に
違
反
し
て
い
る
と
す
る
理
由
の
の
の
成
否
は
、
判
示
も
認
め
る
如
く
、
ひ
と
え
に
刑
法
一
一
条
二
項
に
基
く
拘
置
期
間
中
も
死

刑
の
時
効
が
進
行
し
従
っ
て
既
に
平
沢
氏
に
死
刑
の
時
効
が
完
成
し
て
い
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
即
ち
、
時
効
の
成
否
が
憲
法

三
一
条
お
よ
び
三
四
条
違
反
の
存
否
の
鍵
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
時
効
の
成
否
の
問
題
は
憲
法
違
反
の
存
否
の
問
題
の
要
を
な
す
も
の

で
あ
り
、
従
っ
て
憲
法
違
反
の
存
否
の
問
題
の
中
核
的
要
素
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
抗
告
理
由
は
、
憲
法
違
反
の
存
在
を
理
由
づ
け
る

べ
く
、
詳
細
に
、
刑
法
三
二
条
と
そ
の
関
係
法
令
を
正
し
く
解
釈
す
れ
ば
時
効
の
進
行
・
完
成
が
認
め
ら
れ
る
旨
を
論
じ
、
不
進
行
・

未
完
成
を
説
く
原
決
定
の
法
令
解
釈
を
駁
撃
し
た
の
で
あ
り
、
従
っ
て
こ
の
法
令
解
釈
に
関
す
る
主
張
は
直
接
憲
法
違
反
が
存
在
す
る

と
い
う
主
張
の
中
核
的
要
素
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
決
定
も
、
憲
法
三
一
条
違
反
不
存
在
の
理
由
を
、
直
接
、
拘

置
死
刑
囚
に
対
す
る
時
効
の
不
適
用
、
従
っ
て
平
沢
氏
の
時
効
未
完
成
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
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し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
決
定
は
、
何
故
に
時
効
が
進
行
せ
ず
従
っ
て
未
完
成
な
の
か
、
何
故
に
進
行
す
る
・
完
成
し
て
い
る
と

の
抗
告
の
主
張
が
誤
っ
て
い
る
か
を
、
明
確
に
判
示
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
決
定
は
そ
の
点
を
全
く
判
断
せ
ず
、
た
だ
天
降
り
的

に
「
時
効
は
進
行
し
な
い
と
し
た
原
審
の
判
断
は
、
正
当
と
し
て
是
認
す
る
こ
と
が
で
き
」
る
と
断
定
す
る
の
み
で
あ
る
。
理
由
な
き

断
定
は
、
い
く
ら
標
題
に
「
理
由
」
と
書
い
て
あ
っ
て
も
、
理
由
で
は
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
上
訴
を
許
さ
な
い
決
定
だ
か
ら
理
由
を
付
す
る
必
要
は
な
い
の
だ
、
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
な
る
ほ
ど
理

由
を
付
す
こ
と
は
必
要
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
少
く
と
も
判
定
者
の
内
部
に
お
い
て
は
、
時
効
を
不
進
行
・
未
完
成
と
解
す
べ
き

理
由
が
明
確
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
部
的
に
さ
え
理
由
の
定
か
な
ら
ぬ
判
定
は
御
託
宣
で
あ
っ
て
、
裁
判
で
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
決
定
は
、
決
定
理
由
三
に
お
い
て
、
明
ら
か
に
そ
の
理
由
の
検
討
を
拒
否
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
（
抗
告

の
）
所
論
は
違
憲
を
い
う
が
、
そ
の
実
質
は
、
刑
の
時
効
に
関
す
る
刑
法
三
二
条
な
い
し
そ
の
関
係
法
令
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
の
主

張
で
あ
っ
て
、
人
身
保
護
規
則
四
六
条
に
よ
り
抗
告
理
由
と
さ
れ
う
る
所
の
、
民
訴
法
四
一
九
条
ノ
ニ
所
定
の
原
審
『
裁
判
二
憲
法
ノ

解
釈
ノ
誤
ア
ル
コ
ト
其
ノ
他
憲
法
ノ
違
背
ア
ル
コ
ト
』
に
当
た
ら
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
右
は
適
法
な
抗
告
理
由
と
い
う
こ
と
は

で
き
な
い
。
」
と
。
し
か
ら
ば
尋
ね
る
が
、
決
定
は
、
死
刑
の
時
効
に
関
す
る
刑
法
三
二
条
な
い
し
そ
の
関
係
法
令
の
解
釈
適
用
を
吟

味
し
な
い
で
、
一
体
何
を
理
由
に
し
て
死
刑
囚
に
は
死
刑
の
時
効
が
進
行
し
な
い
と
の
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

で
き
た
は
ず
が
な
い
。
し
か
ら
ば
決
定
理
由
e
の
判
示
は
、
単
に
理
由
を
示
さ
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
本
来
全
く
理
由
の
な
い
断
定
つ

ま
り
御
託
宣
で
あ
っ
て
、
裁
判
で
は
な
い
。
裁
判
で
な
い
も
の
を
裁
判
と
稻
す
る
の
は
、
重
大
な
違
法
、
否
、
違
憲
で
あ
る
。

　
次
に
、
抗
告
が
原
決
定
を
憲
法
三
一
条
違
反
と
す
る
理
由
の
口
に
対
し
て
は
、
決
定
理
由
O
は
全
く
何
の
答
え
に
も
な
っ
て
い
な
い
。

抗
告
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、
平
沢
氏
を
死
の
恐
怖
下
に
三
〇
年
間
拘
置
し
た
上
で
死
刑
を
執
行
す
る
の
は
、
実
質
上
、
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法
律
に
定
め
の
な
い
「
死
の
恐
怖
の
も
と
の
禁
鋼
三
〇
年
プ
ラ
ス
死
刑
」
と
い
う
刑
を
科
す
こ
と
に
な
り
、
憲
法
三
一
条
が
含
意
す
る

罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
に
、
も
し
そ
う
で
は
な
く
て
平
沢
氏
に
も
は
や
死
刑
を
執
行
す
る
意
思
な
き
ま
ま
自
然

死
に
至
る
ま
で
拘
置
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
刑
法
＝
条
二
項
に
基
く
死
刑
執
行
ま
で
の
拘
置
で
も
な
く
、
又
他
の
如
何
な
る
法

律
に
基
く
拘
置
で
も
な
い
か
ら
、
憲
法
三
一
条
の
法
定
手
続
に
よ
ら
な
い
自
由
の
侵
奪
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

こ
の
拘
置
期
間
中
時
効
が
進
行
す
る
こ
と
又
は
平
沢
氏
に
時
効
が
完
成
し
た
こ
と
を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
主
張
で
き
な
い
こ
と
で
は
な

く
、
逆
に
、
死
の
恐
怖
下
三
〇
年
の
拘
置
に
よ
り
時
効
が
完
成
し
従
っ
て
そ
の
後
の
拘
置
は
も
は
や
刑
法
一
一
条
二
項
に
基
く
も
の
と

は
言
え
な
く
な
る
こ
と
の
論
拠
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
決
定
は
、
こ
の
主
張
す
な
わ
ち
拘
置
が
刑
法
＝
条

二
項
に
基
く
も
の
で
は
な
い
と
い
う
主
張
を
否
定
す
る
の
に
、
「
刑
法
＝
条
二
項
に
基
づ
き
監
獄
に
拘
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
死

刑
の
時
効
は
進
行
し
な
い
」
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
こ
れ
は
結
論
を
以
て
理
由
と
す
る
推
論
の
誤
謬
、
形
式
論
理
学
に
い
わ
ゆ
る
論
点

窃
取
の
誤
謬
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。
又
こ
の
決
定
は
、
時
効
の
不
進
行
・
未
完
成
を
何
ら
前
提
と
し
て
い
な
い
抗
告
の
主
張
を
、
そ
の

よ
う
な
前
提
を
欠
く
と
い
う
理
由
で
否
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
論
点
す
り
か
え
の
誤
謬
を
犯
す
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
対
し
て
裁
判
所
は
こ
う
弁
解
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
決
定
理
由
は
確
か
に
舌
足
ら
ず
だ
っ
た
が
、
言
わ
ん
と
す
る
所
は
、
死

刑
囚
の
拘
置
は
刑
罰
法
規
に
定
め
る
刑
の
執
行
で
は
な
い
も
の
の
、
刑
法
＝
条
二
項
に
基
く
死
刑
の
執
行
の
た
め
の
合
法
的
拘
置
で

あ
り
、
法
律
に
基
か
な
い
で
実
質
上
刑
罰
に
相
当
す
る
よ
う
な
苦
痛
を
国
家
権
力
が
違
法
に
科
す
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
罪
刑
法
定
主

義
の
違
反
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
か
く
て
拘
置
中
の
三
〇
年
の
死
の
恐
怖
も
法
律
に
よ
っ
て
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ

を
理
由
に
し
て
「
時
効
を
認
め
よ
」
と
迫
る
わ
け
に
は
行
か
な
い
、
と
い
う
に
在
る
、
と
。
し
か
し
こ
の
弁
解
も
、
以
下
の
理
由
に
よ
っ

て
成
り
立
た
な
い
。
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第
一
に
、
右
の
議
論
は
法
務
当
局
に
依
然
と
し
て
平
沢
氏
を
処
刑
す
る
意
思
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
が
、
果
し
て
そ
う
か

は
聞
い
て
み
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
（
抗
告
理
由
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
原
審
は
こ
の
点
の
釈
明
要
求
を
無
視
し
た

違
法
が
あ
る
）
、
む
し
ろ
客
観
的
状
況
か
ら
み
る
と
、
人
情
や
世
界
中
の
興
論
を
逆
撫
で
し
て
ま
で
処
刑
を
強
行
す
る
意
思
あ
り
と
は

見
え
ず
、
自
然
死
を
待
っ
て
い
る
の
が
実
情
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
抗
告
の
所
論
第
二
点
は
も
ろ
に
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
百
歩
譲
っ
て
本
当
に
処
刑
す
る
つ
も
り
だ
と
し
よ
う
。
そ
う
す
る
と
、
後
述
す
る
抗
告
理
由
の
第
二
「
そ
の
処
刑
は
憲
法
三

六
条
の
残
虐
刑
に
当
る
」
か
否
か
が
問
題
と
な
る
が
、
そ
の
こ
と
は
後
で
論
じ
よ
う
。
そ
の
前
に
、
そ
も
そ
も
平
沢
氏
の
受
け
た
よ
う

な
三
〇
年
間
来
る
日
も
来
る
日
も
「
今
日
は
死
刑
か
、
今
日
は
殺
さ
れ
る
か
」
と
い
う
恐
怖
の
下
に
死
刑
囚
を
置
き
続
け
る
こ
と
が
、

果
し
て
刑
法
＝
条
に
基
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る
処
遇
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。
も
し
認
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
前

述
の
弁
解
は
根
拠
を
失
う
。
し
か
る
に
、
認
め
ら
れ
て
い
る
と
言
い
え
ん
が
た
め
に
は
、
右
の
よ
う
な
処
遇
が
拘
置
に
必
然
的
不
可
避

的
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
処
遇
が
法
律
上
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

行
刑
機
関
が
こ
と
さ
ら
に
そ
の
よ
う
な
処
遇
を
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
刑
法
一
一
条
二
項
に
基
く
拘
置
に
加
え
て
、
法
律
に
基

く
こ
と
な
く
行
刑
機
関
の
恣
意
の
み
に
基
く
所
の
、
三
〇
年
間
死
の
恐
怖
下
に
人
を
置
く
と
い
う
非
人
道
的
な
精
神
的
迫
害
を
行
っ
た

こ
と
に
な
り
、
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
結
果
と
な
る
。
ま
し
て
そ
の
よ
う
な
処
遇
が
法
律
に
よ
っ
て
避
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
も
の
で
あ
る
の
に
、
行
刑
機
関
が
そ
の
義
務
を
履
践
し
な
か
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
行
為
は
、
憲
法
違
反
で
あ
る
だ
け
で

な
く
重
大
な
犯
罪
（
刑
法
一
九
五
条
の
特
別
公
務
員
暴
行
陵
虐
罪
な
ど
）
と
な
る
。
刑
法
一
一
条
二
項
は
、
単
に
死
刑
に
至
る
ま
で
の

拘
置
を
命
じ
て
い
る
だ
け
で
、
被
拘
置
者
に
不
必
要
な
精
神
的
迫
害
を
加
え
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
も
、
ま
し
て
命
じ
る
も
の
で
も

な
い
か
ら
で
あ
る
。
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し
か
し
て
平
沢
氏
の
場
合
、
三
〇
年
間
継
続
し
た
死
の
恐
怖
下
の
拘
置
は
、
そ
の
う
ち
約
二
八
年
間
に
つ
い
て
は
そ
の
恐
怖
を
与
え

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
検
察
官
又
は
法
務
大
臣
に
可
能
で
あ
り
か
つ
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
所
の
拘
置
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
平
沢
氏
が
三
〇
年
に
及
ぶ
拘
置
期
間
中
前
後
一
七
回
に
わ
た
っ
て
提
出
し
た
再
審
請
求
の
期
間
は
、
通
算
し
て
約
二
八
年
に
な
る
。

し
か
る
に
刑
訴
法
四
四
二
条
に
よ
れ
ば
、
「
再
審
の
請
求
は
刑
の
執
行
を
停
止
す
る
効
力
を
有
し
な
い
。
但
し
、
管
轄
裁
判
所
に
対
応

す
る
検
察
庁
の
検
察
官
は
、
再
審
の
請
求
に
つ
い
て
の
裁
判
が
あ
る
ま
で
刑
の
執
行
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
そ
れ
故
、
死
刑

囚
の
場
合
、
再
審
請
求
が
た
だ
延
命
の
み
を
目
的
と
し
た
全
く
無
根
拠
の
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
再
審
請
求
中
だ
ろ
う
と
遠
慮
な
く
死

刑
を
執
行
し
て
も
か
ま
わ
な
い
場
合
は
別
で
あ
る
が
、
相
当
の
根
拠
が
あ
っ
て
慎
重
審
理
に
値
い
し
、
従
っ
て
そ
の
間
死
刑
の
執
行
を

さ
し
ひ
か
え
て
十
分
審
理
を
尽
さ
せ
る
べ
き
場
合
に
は
、
検
察
官
は
必
ず
裁
判
が
あ
る
ま
で
刑
の
執
行
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
そ
し
て
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
て
お
け
ば
、
刑
法
三
三
条
「
時
効
ハ
法
令
二
依
リ
執
行
ヲ
猶
予
シ
又
ハ
之
ヲ
停
止
シ
タ
ル

期
間
内
ハ
進
行
セ
ス
」
に
よ
り
、
時
効
の
進
行
が
停
止
す
る
か
ら
、
一
部
の
法
学
者
や
マ
ス
コ
ミ
が
説
き
原
決
定
が
援
用
し
て
い
る
よ

う
に
、
「
時
効
を
認
め
る
と
、
そ
の
完
成
が
近
づ
い
た
と
き
法
務
当
局
が
再
審
請
求
中
で
も
死
刑
を
執
行
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
」
と

い
う
よ
う
な
心
配
も
、
そ
う
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
裁
判
所
が
再
審
請
求
の
審
理
を
急
ぎ
慎
重
適
確
な
判
定
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
心

配
も
、
全
く
無
用
の
心
配
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
上
、
死
刑
囚
は
再
審
請
求
期
間
中
は
絶
対
に
死
刑
を
執
行
さ
れ
る
心
配
が
な

く
枕
を
高
く
し
て
眠
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
死
刑
の
執
行
停
止
措
置
を
と
る
こ
と
は
、
法
務
当
局
、
裁
判
所
、
死
刑

囚
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
好
都
合
な
、
一
石
三
鳥
の
方
法
な
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
こ
の
措
置
を
と
っ
て
は
な
ら
ぬ
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
、
死
刑
囚
は
そ
の
間
時
効
が
進
行
し
な
か
っ
た
分
、
時
効
の
完
成
が
遅
れ
る
わ
け
で
、
再
審
請
求
を
く
り
返
せ
ば
一
生
完
成

し
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
が
、
そ
の
代
り
死
刑
の
執
行
を
確
実
に
免
れ
死
の
恐
怖
に
怯
え
る
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
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不
服
の
あ
ろ
う
は
ず
が
な
い
。

　
人
あ
る
い
は
こ
れ
に
反
論
し
て
、
刑
訴
法
四
四
二
条
は
、
「
必
ず
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
せ
ず
、
「
停
止
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
い
る
か
ら
、
た
と
え
相
当
の
根
拠
が
あ
る
再
審
請
求
が
提
出
さ
れ
て
も
、
執
行
停
止
を
し
な
い
の
が
原
則
で
、
例
外
的
に

検
察
官
が
特
別
の
お
情
を
以
て
執
行
を
停
止
し
て
や
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
考
え
れ
ば
、
そ
ん
な
解
釈
の
あ
り
え
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
再
審
請
求
が
相
当
の
根
拠
を
有
し
慎
重
審
理
に
値
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
否
そ
う
だ
か
ら
こ
そ
、
法
務
当
局
者
（
検
察
官
と
法
務

大
臣
と
）
が
、
「
再
審
請
求
が
認
め
ら
れ
て
は
一
大
事
だ
か
ら
、
今
の
う
ち
に
死
刑
を
執
行
し
て
し
ま
え
。
」
と
、
再
審
請
求
中
に
死
刑

を
執
行
し
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
死
刑
執
行
に
名
を
借
り
た
殺
人
で
あ
る
。
従
っ
て
か
よ
う
な
場
合
に
は
、
必
ず
裁
判
が
あ
る
ま
で
死

刑
の
執
行
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
し
か
も
そ
の
こ
と
は
法
務
当
局
者
の
内
々
の
取
り
決
め
で
な
く
、
死
刑
囚
に
も
は
っ
き

り
わ
か
る
よ
う
に
、
刑
訴
法
四
四
二
条
但
書
に
基
く
公
的
措
置
と
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
内
々
の
取
り
決
め
だ
け
で
は
結

果
的
に
再
審
請
求
中
死
刑
囚
を
、
実
際
に
は
あ
り
も
し
な
い
死
刑
の
恐
怖
に
よ
っ
て
さ
い
な
む
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
国
家
権
力
に
よ

る
詐
欺
的
な
精
神
的
稜
虐
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
又
も
し
万
が
一
に
も
、
法
務
当
局
者
が
、
「
公
式
に
死
刑
の
執
行
を
停
止
す
れ
ば
、
有
罪
に
自
信
が
持
て
な
く
な
っ
た
こ
と
を
公
認

す
る
よ
う
な
も
の
で
、
体
面
を
そ
こ
な
う
。
」
と
か
、
「
死
刑
囚
を
、
再
審
請
求
中
枕
を
高
く
し
て
眠
ら
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
口
階
し

い
。
」
と
か
、
さ
ら
に
は
「
い
ず
れ
無
罪
釈
放
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
ま
で
は
あ
く
ま
で
死
の
恐
怖
で
さ
い
な
み
続
け
て
や
ろ
う
。
」

と
か
の
理
由
に
よ
り
、
本
当
は
死
刑
を
執
行
す
る
気
も
な
い
の
に
あ
る
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
、
公
式
の
執
行
停
止
措
置
を
と
ら
ず
に
死

刑
囚
を
死
の
恐
怖
に
よ
っ
て
さ
い
な
み
続
け
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
卑
劣
さ
・
非
人
道
性
は
も
は
や
人
間
の
も
の
で
な
く
、
正
に
悪
魔
の
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所
業
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
れ
故
検
察
官
は
、
相
当
の
根
拠
を
有
す
る
再
審
請
求
を
死
刑
囚
が
提
出
し
た
と
き
に
は
、
犯
罪
を
避
け
悪
魔
の
所
業
に
陥
ら
な
い

た
め
に
、
必
ず
死
刑
の
執
行
停
止
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
逆
の
方
か
ら
言
う
と
、
相
当
の
根
拠
を
有
す
る
再
審
請
求
が
提
出
さ
れ

た
の
に
検
察
官
が
死
刑
の
執
行
を
停
止
せ
ず
死
刑
囚
を
死
の
恐
怖
下
に
置
き
続
け
る
こ
と
は
、
違
法
で
あ
り
犯
罪
で
あ
り
悪
魔
の
所
業

で
あ
る
か
ら
、
も
と
よ
り
刑
法
一
一
条
二
項
が
、
拘
置
と
併
せ
て
、
こ
の
よ
う
な
所
業
を
命
じ
た
り
許
し
た
り
し
て
い
る
は
ず
も
な
い
。

故
に
こ
の
所
業
は
断
じ
て
法
律
に
基
く
も
の
で
は
な
く
、
法
定
手
続
の
原
則
に
違
反
し
、
も
し
そ
の
上
死
刑
を
科
す
な
ら
ば
罪
刑
法
定

主
義
を
侵
犯
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
し
て
そ
れ
を
二
八
年
間
継
続
し
て
お
い
て
、
刑
法
一
一
条
二
項
に
基
く
も
の
だ
か
ら
違
法
で
も
違

憲
で
も
な
い
な
ど
と
い
う
弁
明
が
通
る
わ
け
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
法
務
当
局
が
本
当
に
、
「
こ
の
再
審
請
求
は
死
刑
逃
れ
・
延
命
の

た
め
だ
け
の
デ
タ
ラ
メ
の
も
の
で
、
無
視
し
て
も
よ
い
。
」
と
思
っ
て
執
行
停
止
を
し
な
か
っ
た
の
な
ら
、
違
法
・
違
憲
を
問
題
に
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
に
は
遠
慮
な
く
死
刑
を
執
行
し
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
か
ら
、
三
〇
年
間
執
行
を
免
れ

て
時
効
が
完
成
す
る
こ
と
な
ど
絶
対
に
あ
り
え
な
い
。

　
原
決
定
は
法
務
当
局
の
弁
解
を
鵜
呑
み
に
し
て
、
法
務
大
臣
は
死
刑
執
行
の
慎
重
な
る
べ
き
を
思
い
、
再
審
請
求
中
人
道
的
配
慮
か

ら
死
刑
の
執
行
を
さ
し
ひ
か
え
て
来
た
の
だ
、
と
言
う
。
つ
ま
り
、
三
〇
年
間
死
の
恐
怖
下
の
生
活
を
強
い
ら
れ
た
の
は
平
沢
氏
が
再

審
請
求
を
く
り
返
し
た
せ
い
で
あ
っ
て
法
務
当
局
の
責
任
で
は
な
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
法
務
当
局
者
の
人
道
的
配
慮
の
お
蔭
な
の
だ
か

ら
、
感
謝
さ
れ
て
当
然
で
あ
っ
て
、
逆
に
文
句
を
言
わ
れ
る
筋
合
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
慎
重
を
期
し
て
人
道
的
配

慮
か
ら
執
行
を
さ
し
ひ
か
え
た
の
は
、
再
審
請
求
に
相
当
の
理
由
が
あ
る
の
で
結
論
が
出
る
前
に
死
刑
を
執
行
し
て
万
一
後
で
無
実
と

判
っ
た
ら
一
大
事
だ
と
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
執
行
停
止
は
当
然
の
義
務
の
履
行
で
あ
り
、
死
刑
囚
に
と
っ
て
は
受
け
る
べ
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き
当
然
の
権
利
で
あ
っ
て
、
感
謝
す
べ
き
こ
と
で
も
「
お
前
の
せ
い
だ
」
と
言
わ
れ
る
筋
合
の
こ
と
で
も
全
く
な
い
。
そ
し
て
残
る
所

は
、
死
刑
の
執
行
を
さ
し
ひ
か
え
た
の
な
ら
何
故
公
式
に
死
刑
執
行
停
止
措
置
を
と
っ
て
死
刑
囚
を
死
の
恐
怖
か
ら
解
放
す
る
こ
と
を

し
な
い
で
、
実
に
二
八
年
間
も
現
実
に
は
あ
り
も
し
な
か
っ
た
死
の
恐
怖
で
さ
い
な
み
続
け
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
、
否
、
義
憤
の
み

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
詐
欺
的
な
陵
虐
行
為
を
長
年
や
っ
て
お
い
て
、
し
か
も
そ
の
挙
句
に
死
刑
を
執
行
し
た
と
て
何
ら
残
虐
で
も
非

人
道
的
で
も
な
い
と
公
言
し
て
悼
ら
な
い
で
、
ぬ
け
ぬ
け
と
そ
れ
を
人
道
的
配
慮
の
結
果
だ
と
言
う
。
悪
魔
も
聞
け
ば
腰
を
抜
か
す
だ

ろ
う
。

　
し
か
し
い
く
ら
何
で
も
、
わ
が
法
務
当
局
者
が
悪
魔
の
集
団
で
あ
る
は
ず
は
な
い
か
ら
、
人
道
的
配
慮
と
は
苦
し
ま
ぎ
れ
の
弁
解
で
、

本
当
の
所
は
巷
間
伝
え
ら
れ
て
い
る
通
り
、
再
審
中
だ
ろ
う
と
何
だ
ろ
う
と
す
ぐ
に
も
死
刑
の
執
行
を
し
た
く
て
、
検
察
官
は
法
務
大

臣
に
何
度
も
執
行
命
令
に
ハ
ン
コ
を
押
す
よ
う
求
め
た
の
だ
が
、
歴
代
法
務
大
臣
が
無
実
と
思
っ
た
か
、
少
く
と
も
有
罪
に
確
信
が
持

て
な
か
っ
た
た
め
に
、
さ
ら
に
「
平
沢
さ
ん
は
無
実
だ
」
「
平
沢
さ
ん
を
救
え
」
と
い
う
膨
濟
た
る
世
論
に
気
が
ね
し
て
、
ハ
ン
コ
を

押
し
澁
っ
た
結
果
、
三
〇
年
間
目
的
を
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
歴
代
法
務
大
臣
は
、

は
っ
き
り
「
俺
に
は
執
行
命
令
は
出
せ
な
い
」
と
告
げ
、
も
し
そ
の
時
再
審
請
求
が
な
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
公
式
に
執
行
停
止
措
置

を
と
ら
せ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
な
い
で
曖
昧
に
ハ
ン
コ
押
し
を
引
き
延
ば
し
順
ぐ
り
に
後
任
者
に
い
わ
ば
バ
バ
を
押
し
つ
け
て

来
た
結
果
、
三
〇
年
間
平
沢
氏
を
死
刑
執
行
の
幻
影
に
怯
え
さ
せ
続
け
た
罪
は
、
客
観
的
に
は
前
述
の
よ
う
な
悪
魔
の
所
業
と
何
ら
異

る
所
が
な
い
。

　
但
し
た
だ
一
つ
、
完
全
に
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
が
、
あ
る
程
度
ま
で
こ
の
所
業
に
弁
明
の
余
地
を
与
え
う
る
法
律
的
手
段
が

残
さ
れ
て
い
る
。
死
刑
の
時
効
、
こ
れ
で
あ
る
。
法
務
当
局
が
公
式
に
死
刑
の
執
行
を
停
止
す
れ
ば
、
そ
の
間
死
刑
囚
は
枕
を
高
く
し
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て
眠
る
こ
と
が
で
き
る
代
り
に
、
時
効
が
進
行
し
な
く
な
る
の
で
、
平
沢
氏
の
よ
う
に
二
八
年
間
も
再
審
請
求
を
く
り
返
せ
ば
一
生
時

効
の
恩
恵
に
浴
し
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
平
沢
氏
に
対
し
て
現
実
に
や
っ
た
よ
う
に
、
執
行
停
止
を
内
々
に
と
ど
め
て
公
式
に
は
行

わ
ず
二
八
年
間
も
実
際
に
は
あ
り
も
し
な
か
っ
た
死
の
恐
怖
で
死
刑
囚
を
さ
い
な
み
続
け
た
場
合
に
は
、
そ
の
間
休
み
な
く
時
効
が
進

行
し
三
〇
年
た
っ
た
所
で
恐
怖
の
代
償
と
し
て
完
成
に
達
し
、
死
刑
囚
を
釈
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
う
い
う
こ
と
に
し
て

お
け
ば
、
詐
欺
的
迫
害
の
不
法
が
完
全
に
治
癒
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
結
果
か
ら
見
て
ひ
と
ま
ず
、
あ
る
程
度
ま
で
衡
平
の
原
則

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
も
り

に
か
な
っ
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
古
え
の
立
法
者
の
智
慧
は
大
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
起
り
う
る
迫
害
の
錘
を
時
効
の
錘
に

よ
っ
て
釣
り
合
わ
せ
、
被
迫
害
者
に
鍋
を
転
じ
て
福
と
な
す
道
を
開
い
て
お
い
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

　
あ
あ
、
そ
れ
を
何
ぞ
や
、
今
の
世
の
法
務
当
局
者
と
裁
判
所
と
は
、
グ
ル
に
な
っ
て
「
死
刑
囚
に
刑
の
時
効
は
進
行
せ
ず
」
と
強
弁

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
道
を
閉
し
、
そ
の
上
、
時
効
に
か
か
ら
ぬ
以
上
三
〇
年
間
殺
す
そ
殺
す
そ
と
脅
し
続
け
た
挙
句
に
「
本
当
に

死
刑
を
執
行
し
た
と
し
て
も
何
ら
違
法
で
も
非
人
道
的
で
も
な
い
。
」
と
公
言
し
た
の
で
あ
る
。
悪
魔
に
残
さ
れ
た
最
後
の
一
片
の
良

心
ま
で
か
な
ぐ
り
捨
て
、
悪
そ
の
も
の
の
化
身
た
る
大
魔
王
に
変
身
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
、
如
何
な
る
面
か
ら
見
て
も
、
死
刑
囚
に
時
効
の
進
行
を
認
め
ず
、
し
か
も
再
審
請
求
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
根
拠
あ
る
請

求
な
る
と
否
と
に
か
か
わ
ら
ず
死
刑
の
執
行
停
止
を
行
わ
な
い
で
死
刑
囚
を
死
の
恐
怖
に
よ
っ
て
さ
い
な
み
続
け
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

の
挙
句
に
死
刑
を
執
行
す
る
こ
と
が
、
違
法
で
も
な
く
、
又
憲
法
三
一
条
違
反
で
も
な
い
こ
と
を
、
正
当
化
す
る
論
理
は
在
り
え
な
い
。

の
み
な
ら
ず
、
今
見
た
よ
う
に
、
又
改
め
て
も
う
一
度
見
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
憲
法
三
六
条
の
禁
ず
る
残
虐
刑
に
当
る
。
そ

の
上
そ
れ
は
、
憲
法
一
四
条
の
法
の
下
の
平
等
に
も
反
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
再
審
請
求
に
相
当
の
根
拠
が
あ
っ
て
も
死
刑
の
執
行
を
停

止
す
る
し
な
い
は
検
察
官
の
胸
一
つ
で
、
し
か
も
い
ず
れ
の
場
合
も
時
効
は
進
行
し
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
く
り
返
さ
れ
る
再
審
請
求
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中
あ
る
死
刑
囚
は
死
刑
の
執
行
を
停
止
し
て
も
ら
っ
て
安
心
し
て
何
十
年
を
過
し
、
あ
る
死
刑
囚
は
来
る
日
も
来
る
日
も
「
今
日
は
死

刑
か
、
今
日
こ
そ
殺
さ
れ
る
の
か
」
と
恐
怖
に
お
の
の
き
な
が
ら
何
十
年
を
暮
す
と
い
う
、
恐
る
べ
き
法
の
下
の
不
平
等
が
、
後
の
死

刑
囚
の
時
効
完
成
・
釈
放
に
よ
っ
て
治
癒
な
い
し
緩
和
さ
れ
る
チ
ャ
ン
ス
を
全
く
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
。

　
以
上
理
を
尽
し
た
説
明
に
対
し
て
も
、
な
お
執
拗
に
次
の
よ
う
な
反
論
を
試
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
罪
刑
法
定
主
義
と
は
、

法
律
に
あ
ら
か
じ
め
犯
罪
と
定
め
ら
れ
て
い
な
い
行
為
を
犯
罪
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
、
お
よ
び
あ
ら
か
じ
め
刑
罰
と
定
め
ら
れ
て
い

な
い
苦
痛
を
刑
罰
と
し
て
科
す
こ
と
を
、
国
家
権
力
に
禁
ず
る
も
の
で
あ
る
所
、
平
沢
氏
の
二
八
年
に
わ
た
る
再
審
請
求
中
死
刑
執
行

が
停
止
さ
れ
ず
平
沢
氏
が
死
の
恐
怖
下
に
置
か
れ
続
け
た
こ
と
は
、
仮
に
所
論
の
如
く
違
法
・
違
憲
の
精
神
的
陵
虐
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
陵
虐
は
死
刑
そ
の
も
の
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
る
所
の
刑
法
＝
条
二
項
に
基
く
拘
置
に
伴
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
死
刑
の

一
部
と
し
て
、
又
は
死
刑
に
加
算
さ
れ
る
も
う
一
つ
の
刑
罰
と
し
て
、
科
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
法
の
定
め
な
き
刑
罰
を
科
し

た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
従
っ
て
罪
刑
法
定
主
義
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
。
も
し
陵
虐
が
違
法
だ
と
い
う
の
な
ら
、
特
別
公
務
員
陵
虐

罪
な
ど
の
犯
罪
と
し
て
、
お
よ
び
不
法
行
為
と
し
て
、
追
糺
し
お
よ
び
賠
償
請
求
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
罪
刑
法
定
主
義
違
反
と
し
て
糺

弾
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
。

　
答
え
て
言
う
。
こ
の
反
論
は
罪
刑
法
定
主
義
の
本
旨
を
誤
認
し
て
こ
と
さ
ら
に
こ
れ
を
狭
く
解
す
る
謬
論
で
あ
る
。
罪
刑
法
定
主
義

の
元
祖
た
る
フ
ラ
ン
ス
の
一
七
八
九
年
人
権
宣
言
八
条
は
、
裁
判
所
が
判
決
で
法
律
に
定
め
な
き
行
為
を
犯
罪
と
し
て
又
は
法
律
に
定

め
な
き
苦
痛
を
刑
罰
と
し
て
宣
告
し
、
刑
の
執
行
機
関
が
そ
れ
に
基
い
て
そ
の
苦
痛
を
刑
罰
と
し
て
執
行
す
る
の
を
禁
じ
る
こ
と
を
主

眼
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
名
目
上
は
刑
罰
と
し
て
で
な
く
刑
罰
以
外
の
名
目
、
例
え
ば
被
疑
者
被
告
人
の
勾
留
や
死
刑
執

行
ま
で
の
拘
置
の
名
目
で
、
国
家
権
力
が
法
律
に
基
か
な
い
で
、
実
質
上
刑
罰
と
同
等
又
は
そ
れ
以
上
の
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
を
禁
ず



劃恢π引燃嚇舩
死6

5

る
原
則
と
し
て
、
創
造
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
原
則
が
、
後
に
法
理
論
・
法
律
実
務
に
お
い
て
そ
の
意
味
を
拡
張
さ
れ
、
前

の
意
味
を
も
含
む
も
の
と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て
後
の
意
味
が
罪
刑
法
定
主
義
の
中
心
的
意
味

の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
や
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
刑
罰
で
な
く
死
刑
ま
で
の
拘
置
と
い
う
名
目
で
平
沢
氏
に
対
し
て
加
え
ら

れ
た
二
八
年
に
わ
た
る
死
の
恐
怖
の
苦
痛
こ
そ
、
罪
刑
法
定
主
義
が
本
来
そ
の
禁
止
を
目
指
し
た
当
の
も
の
の
、
典
型
的
事
例
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
以
下
そ
の
こ
と
を
、
史
料
に
基
い
て
実
証
す
る
。

　
人
権
宣
言
八
条
に
当
る
規
定
は
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
、
シ
エ
ー
ス
、
タ
ル
ジ
ェ
、
ム
ー
ニ
エ
、
セ
ル
ヴ
ァ
ン
お
よ
び
グ
ー
ジ
ュ
・
カ

ル
ト
ン
が
次
々
に
提
出
し
た
人
権
宣
言
草
案
に
も
、
そ
れ
ら
を
一
つ
に
ま
と
め
た
五
人
委
員
会
の
草
案
に
も
、
さ
ら
に
国
民
議
会
の
最

終
審
議
の
た
め
の
原
案
と
さ
れ
た
第
六
部
会
の
草
案
に
も
、
全
く
見
当
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
（
〉
「
。
三
く
。
ω
B
二
。
昌
①
三
巴
「
①
ω
二
①

ミ
◎
。
刈
帥
μ
Q
。
①
ρ
膜
。
ヨ
曾
①
ω
曾
δ
（
ミ
○
。
り
帥
一
刈
⑩
㊤
）
噂
8
目
①
＜
日
も
O
°
N
b
。
N
①
冴
ロ
多
b
㎝
ρ
卜
。
◎
。
◎
。
Φ
冴
巳
く
‘
。
。
O
①
゜
お
N
曾
ω
巳
く
‘
心
ミ
9

ω
巳
く
‘
轟
舘
象
゜
。
巳
メ
轟
ω
◎
。
。
け
ω
巳
く
°
）
、
一
七
八
九
年
八
月
二
二
日
土
躍
日
朝
の
議
会
で
の
、
刑
事
適
正
手
続
原
則
を
規
定
し
た
人
権

宣
言
七
条
に
当
る
原
案
の
一
四
条
の
審
議
の
際
に
、
そ
の
前
日
配
布
さ
れ
た
ボ
ア
ラ
ン
ド
リ
の
七
四
ヶ
条
か
ら
成
る
詳
密
な
草
案

（
一

ｰ
一
α
；
O
噂
゜
斜
①
◎
o
Φ
併
ψ
賃
一
く
゜
）
を
整
理
し
簡
明
化
し
か
つ
発
展
さ
せ
補
充
し
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
形
で
、
突
如
、
当
時
国
民
議
会
を

リ
ー
ド
し
て
い
た
議
員
の
集
り
（
後
の
憲
法
の
友
の
会
1
ー
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
）
の
創
立
者
に
し
て
筆
頭
の
指
導
者
だ
っ
た
デ
ュ
ポ
ー

ル
に
よ
っ
て
、
九
条
に
当
る
規
定
と
一
緒
に
提
案
さ
れ
、
七
条
に
当
る
規
定
と
併
せ
て
、
ほ
ぼ
提
案
通
り
の
形
で
可
決
さ
れ
た
。
そ
の

案
文
と
提
案
理
由
説
明
の
要
旨
は
、
議
会
議
事
録
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
「
デ
ュ
ポ
ー
ル
氏
は
次
の
よ
う
に
語
る
。
彼
は
、

わ
が
国
の
刑
法
の
極
め
て
興
味
を
引
く
部
分
に
つ
い
て
の
彼
の
見
解
を
開
陳
し
て
、
犯
罪
者
に
対
し
て
穏
か
で
人
間
味
の
あ
る
法
律
が

帝
国
の
栄
光
と
国
民
の
名
誉
と
な
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
。
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
、
犯
罪
者
を
ま
だ
有
罪
と
宣
告
さ
れ
て
い
な
い
時
に
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お
い
て
さ
え
処
罰
す
る
と
い
う
野
蛮
な
慣
行
が
存
在
す
る
こ
と
、
彼
が
二
回
バ
ス
チ
ー
ユ
の
獄
舎
を
見
た
こ
と
、
シ
ャ
ト
レ
監
獄
の
獄

舎
を
見
た
こ
と
、
そ
し
て
シ
ャ
ト
レ
の
獄
舎
は
バ
ス
チ
ー
ユ
の
千
倍
も
恐
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
真
実
に
は
、

犯
罪
者
の
身
柄
を
確
保
す
る
た
め
に
と
ら
れ
る
予
防
措
置
は
刑
罰
の
一
部
で
は
な
い
こ
と
、
を
述
べ
る
。
こ
れ
ら
の
観
念
に
従
い
、
彼

は
次
の
法
案
を
提
出
す
る
。
二
つ
の
原
理
が
そ
の
法
案
の
基
礎
で
あ
る
。
即
ち
、
同
一
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
の
平
等
お
よ
び
犯
罪
者

の
身
柄
を
確
保
す
る
手
段
に
お
け
る
穏
か
さ
。
第
一
条
　
法
律
は
、
厳
密
か
つ
明
白
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
所
の
刑
罰
以
外
の
刑
罰
を

定
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
犯
罪
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
か
つ
適
法
に
適
用
さ
れ
る
法
律
に
よ
っ
て
し
か
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
第
二
条
す
べ
て
の
人
は
、
有
罪
を
宣
告
さ
れ
る
ま
で
は
無
罪
で
あ
る
か
ら
、
彼
を
捕
え
て
お
く
こ
と
が
や
む
を

え
な
い
と
判
断
さ
れ
る
場
合
で
も
、
彼
の
身
柄
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
な
い
よ
う
な
す
べ
て
の
峻
厳
さ
は
、
厳
し
く
禁
止

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
（
一
σ
凶
F
，
ミ
一
）
」
こ
の
第
一
条
が
若
干
字
句
を
修
正
さ
れ
て
人
権
宣
言
八
条
の
罪
刑
法
定
主
義
の
宣
言
に
、

第
二
条
が
、
人
権
宣
言
七
条
と
共
に
刑
事
手
続
に
お
け
る
適
正
手
続
原
則
を
形
造
る
人
権
宣
言
九
条
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
要
旨
な
の

で
わ
か
り
に
く
い
が
、
前
後
関
係
か
ら
考
え
て
第
八
条
は
、
法
案
の
基
礎
を
な
す
と
述
べ
ら
れ
た
二
原
理
中
「
同
一
犯
罪
に
対
す
る
刑

罰
の
平
等
」
を
、
も
う
一
つ
の
原
理
「
犯
罪
者
の
身
柄
を
確
保
す
る
手
段
即
ち
未
決
拘
禁
者
お
よ
び
処
刑
の
た
め
の
拘
置
者
の
処
遇
の

穏
健
性
」
の
保
障
に
よ
っ
て
、
言
い
換
え
れ
ば
、
監
獄
に
お
け
る
被
告
人
や
囚
人
に
身
柄
確
保
の
た
め
と
稻
し
て
必
要
以
上
に
厳
し
い
、

特
に
刑
罰
に
匹
敵
し
又
は
勝
る
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
を
禁
じ
て
「
犯
罪
者
の
身
柄
確
保
手
段
は
刑
罰
で
は
な
い
」
と
い
う
理
念
を
貫
徹

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
わ
か
り
易
く
言
う
と
、
同
一
の
犯
罪
の
か
ど
で
科
さ
れ
る
刑

罰
は
、
必
要
不
可
欠
で
か
つ
あ
ら
か
じ
め
法
律
に
よ
っ
て
一
定
さ
れ
、
誰
が
そ
の
犯
罪
を
犯
し
て
も
受
け
る
刑
罰
は
常
に
同
一
で
あ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
と
同
時
に
、
未
決
の
間
お
よ
び
刑
罰
の
執
行
の
た
め
あ
る
者
を
必
要
も
な
い
の
に
拘
置
し
た
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り
、
必
要
あ
っ
て
拘
置
す
る
に
し
て
も
そ
の
中
の
あ
る
者
に
対
し
て
必
要
で
な
い
苛
酷
な
処
遇
を
し
た
り
す
れ
ば
、
そ
の
者
に
対
し
て

の
み
法
律
に
定
め
な
き
事
実
上
の
処
罰
を
法
定
の
刑
罰
に
加
算
し
て
科
す
結
果
と
な
り
不
平
等
を
招
く
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
を

し
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
趣
旨
の
規
定
で
あ
る
。
元
祖
罪
刑
法
定
主
義
は
正
に
こ
の
よ
う
な
趣
旨
の
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
し
て

こ
の
趣
旨
は
今
日
の
罪
刑
法
定
主
義
に
お
い
て
も
当
然
に
そ
の
重
要
な
趣
旨
の
一
つ
を
構
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
こ
の
趣
旨
に
て
ら
し
て
只
今
の
問
題
を
考
え
て
み
る
と
、
死
刑
執
行
に
備
え
て
死
刑
確
定
判
決
を
受
け
た
人
を
監
獄
に
拘
置

し
て
い
る
間
に
（
拘
置
そ
の
も
の
は
も
ち
ろ
ん
常
に
身
柄
確
保
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
だ
か
ら
適
正
手
続
に
も
罪
刑
法
定
主
義
に
も
反

し
て
お
ら
ず
、
わ
が
刑
法
＝
条
二
項
は
そ
の
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
）
、
再
審
請
求
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
に
相
当
の

理
由
が
あ
っ
て
慎
重
審
議
に
値
す
る
が
故
に
裁
判
が
あ
る
ま
で
死
刑
の
執
行
を
さ
し
ひ
か
え
る
べ
き
で
あ
り
、
従
っ
て
刑
訴
法
四
四
二

条
但
書
に
基
き
検
察
官
が
公
式
に
死
刑
執
行
停
止
措
置
を
と
っ
て
裁
判
が
あ
る
ま
で
囚
人
か
ら
死
の
恐
怖
を
除
い
て
や
る
べ
き
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
と
さ
ら
に
公
式
の
執
行
停
止
措
置
を
と
ら
ず
、
囚
人
を
全
く
不
必
要
な
死
の
恐
怖
下
に
置
き
続
け
た
上
で
、
死

刑
を
執
行
す
る
こ
と
は
、
殊
に
そ
の
恐
怖
を
長
期
に
わ
た
っ
て
継
続
的
に
味
わ
せ
た
と
す
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら

れ
て
い
な
い
事
実
上
の
刑
罰
、
し
か
も
そ
の
苦
痛
の
苛
酷
さ
に
お
い
て
は
無
期
禁
鋼
・
無
期
懲
役
を
遙
か
に
超
え
、
殆
ど
死
刑
そ
の
も

の
に
も
匹
敵
す
る
程
の
事
実
上
の
刑
罰
を
、
死
刑
そ
の
も
の
に
加
算
し
て
科
す
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
よ
う
に
再
審
請
求
を
提
出
し
こ
ち

ら
は
法
律
が
本
来
予
定
し
て
い
る
通
り
死
刑
の
執
行
停
止
を
受
け
る
死
刑
囚
に
比
し
て
、
著
し
く
不
公
平
不
平
等
な
刑
罰
を
科
す
こ
と

で
あ
る
か
ら
、
正
に
人
権
宣
言
八
条
の
罪
刑
法
定
主
義
が
本
来
そ
の
禁
止
を
目
的
に
し
て
い
た
所
の
国
家
権
力
濫
用
の
典
型
的
な
事
例

に
当
る
。
決
定
理
由
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
基
礎
と
な
る
拘
置
が
法
律
に
基
い
て
い
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
そ
の
拘
置
の
間
に
行

わ
れ
る
不
必
要
な
苛
酷
処
遇
が
、
法
定
の
手
続
と
し
て
準
正
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
み
か
、
罪
刑
法
定
主
義
は
本
来
、
基
礎
と
な
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る
拘
置
が
適
法
で
あ
っ
て
も
そ
の
適
法
性
の
故
に
、
拘
置
に
随
伴
す
る
不
必
要
な
実
質
上
の
刑
罰
が
準
正
さ
れ
る
こ
と
を
、
禁
ず
る
こ

と
を
主
眼
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
決
定
理
由
一
お
よ
び
三
は
徹
底
的
に
粉
砕
さ
れ
た
。
ど
ん
な
に
助
け
船
を
出
そ
う
と
試
み
て
も
、
そ
れ
を
救
う
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
二
、
決
定
理
由
二
に
つ
い
て

　
抗
告
は
次
の
理
由
に
よ
り
、
原
決
定
の
憲
法
三
六
条
違
反
を
主
張
す
る
。
原
決
定
は
、
法
務
当
局
が
、
前
後
二
八
年
に
わ
た
り
死
刑

囚
平
沢
貞
通
氏
の
再
審
請
求
が
提
出
さ
れ
て
い
る
問
も
、
刑
訴
法
四
四
二
条
但
書
に
よ
り
な
そ
う
と
思
え
ぱ
な
し
え
た
所
の
、
か
つ
な

す
べ
き
で
あ
っ
た
所
の
、
死
刑
の
執
行
停
止
を
な
さ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
平
沢
氏
を
来
る
日
も
来
る
日
も
、
与
え
な
い
こ
と
が
可
能
で

あ
り
か
つ
義
務
で
あ
っ
た
所
の
「
今
日
は
死
刑
か
、
今
日
は
殺
さ
れ
る
か
」
と
い
う
恐
怖
に
よ
っ
て
さ
い
な
み
続
け
、
そ
の
結
果
、
再

審
請
求
が
提
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
期
間
と
併
せ
て
実
に
三
〇
年
間
、
平
沢
氏
を
死
の
恐
怖
下
に
拘
置
し
続
け
た
挙
句
に
、
死
刑
を
執

行
す
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
こ
れ
は
世
界
の
刑
事
司
法
史
上
類
例
の
な
い
残
虐
刑
で
あ
っ
て
、
残
虐
刑
を
禁
ず
る
憲
法
三
六
条
に
違
反

す
る
、
と
。

　
こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
決
定
は
、
「
所
論
の
よ
う
な
拘
置
の
の
ち
に
死
刑
の
執
行
を
す
る
こ
と
は
、
当
裁
判
所
大
法
廷
の
判
例
の
趣

旨
に
徴
す
れ
ば
、
憲
法
三
六
条
に
い
う
残
虐
な
刑
罰
に
当
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
判
示
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
引
か
れ
て
い
る
二
つ
の
大
法
廷
判
決
か
ら
は
、
ど
う
逆
立
ち
し
て
読
ん
で
も
そ
の
よ
う
な
結
論
は
出
て
く
る
由

が
な
い
。
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ま
ず
、
決
定
が
引
く
昭
和
二
二
年
㈹
第
一
一
九
号
同
二
」
二
年
三
月
一
二
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
二
巻
三
号
一
九
一
頁
は
、
「
刑
罰
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

し
て
の
死
刑
そ
の
も
の
が
、
一
般
的
に
直
ち
に
同
条
↑
憲
法
三
六
条
）
に
い
わ
ゆ
る
残
虐
な
刑
罰
に
該
当
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

（
傍
点
筆
者
）
」
と
述
べ
た
上
で
、
「
た
だ
…
…
そ
の
執
行
の
方
法
等
が
そ
の
時
代
と
環
境
と
に
お
い
て
人
道
上
の
見
地
か
ら
一
般
に
残

虐
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
（
傍
点
筆
者
）
」
憲
法
三
六
条
違
反
に
な
る
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
、
火
あ
ぶ
り
、
は
り
つ
け
、

さ
ら
し
首
、
釜
ゆ
で
の
刑
を
挙
げ
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
、
「
死
刑
そ
の
も
の
が
直
ち
に
一
般
的
に
残
虐
刑
に
当
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

執
行
方
法
等
が
そ
の
時
代
の
社
会
通
念
よ
り
し
て
人
道
的
見
地
か
ら
残
虐
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
憲
法
三
六
条
違
反
と
な
る
。
」
と
い

う
の
で
あ
る
。
次
に
、
決
定
が
引
く
昭
和
二
六
年
㈲
第
二
五
一
八
号
同
三
〇
年
四
月
⊥
ハ
日
大
法
廷
判
決
・
刑
集
九
巻
四
号
六
六
三
頁
は
、

右
二
三
年
判
例
を
確
認
し
た
上
で
、
現
在
各
国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
絞
・
斬
・
銃
・
電
気
・
瓦
斯
殺
と
比
べ
て
、
現
在
わ
が
国
の
採
用

し
て
い
る
絞
首
方
法
が
他
の
方
法
に
比
し
て
特
に
人
道
上
残
虐
で
あ
る
と
す
る
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
抗

告
の
主
張
は
、
死
刑
が
一
般
に
残
虐
刑
に
当
る
と
も
、
現
在
わ
が
国
で
採
用
さ
れ
て
お
り
い
ず
れ
平
沢
氏
が
そ
の
方
法
で
処
刑
さ
れ
る

は
ず
だ
と
さ
れ
る
絞
首
を
以
て
す
る
死
刑
の
執
行
が
残
虐
だ
と
も
、
言
っ
て
は
い
な
い
の
だ
か
ら
、
所
引
判
例
と
は
直
接
に
は
何
の
関

係
も
な
い
。

　
も
っ
と
も
、
所
引
判
例
中
の
前
者
が
、
死
刑
が
残
虐
刑
に
当
る
場
合
を
、
執
行
方
法
が
残
虐
で
あ
る
場
合
に
限
定
し
て
い
る
の
な
ら
、

執
行
方
法
で
は
な
く
執
行
に
備
え
て
身
柄
を
確
保
す
る
方
法
で
あ
る
拘
置
が
平
沢
氏
の
場
合
残
虐
で
あ
る
と
す
る
抗
告
の
主
張
は
、
こ

の
判
例
に
よ
り
否
定
さ
れ
る
と
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
判
例
は
、
残
虐
刑
と
な
る
理
由
を
執
行
方
法
の
残
虐
性
の
み
に
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

定
せ
ず
、
「
そ
の
執
行
の
方
法
等
が
・
…
：
残
虐
性
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
抗
告
所
論

の
拘
置
の
状
況
が
果
し
て
そ
の
「
等
」
に
含
ま
れ
る
か
否
か
は
、
別
箇
に
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
絶
対
に
結
論
を
出
せ
な
い
は
ず
で
あ



7
0

る
。
し
か
る
に
決
定
は
、
そ
の
点
を
全
く
検
討
も
せ
ず
、
右
「
判
例
の
趣
旨
に
徴
す
れ
ば
…
…
残
虐
な
刑
罰
に
当
ら
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
断
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
論
理
的
に
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
も
の
を
根
拠
と
す
る
誤
謬
を
犯

す
も
の
で
、
「
理
由
に
く
い
ち
が
い
が
あ
る
」
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

　
こ
の
批
判
に
対
し
、
次
の
よ
う
な
反
論
が
な
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
決
定
は
、
右
判
例
に
言
及
す
る
前
、
理
由
の
冒
頭
で
、
平
沢

氏
が
受
け
た
「
刑
法
一
一
条
二
項
所
定
の
拘
置
は
、
死
刑
の
執
行
行
為
に
必
然
的
に
付
随
す
る
前
置
手
続
で
あ
っ
て
、
死
刑
の
執
行
に

至
る
ま
で
継
続
す
べ
き
も
の
と
し
て
法
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、
「
法
律
に
よ
り
死
刑
に

至
る
ま
で
死
刑
に
必
然
的
に
付
随
す
べ
き
も
の
と
し
て
明
定
さ
れ
た
拘
置
に
当
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
期
間
や
処
遇
が
ど
う
あ
ろ

う
と
、
死
刑
を
残
虐
刑
た
ら
し
め
る
理
由
と
な
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
立
派
に
筋
が
通
っ
て
い
る
、
と
。

　
し
か
し
こ
の
反
論
も
ナ
ン
セ
ン
ス
で
あ
る
。
第
一
に
、
右
の
文
言
の
後
に
引
か
れ
た
二
判
例
は
そ
ん
な
こ
と
は
全
く
言
っ
て
い
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

の
で
あ
っ
て
、
逆
に
、
「
た
と
え
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
の
執
行
の
方
法
等
が
残
虐
で
あ
れ
ば
、
そ
の
法
律
そ
の
も
の
が
憲

法
違
反
に
な
る
。
」
と
こ
そ
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
に
、
所
引
判
例
の
前
者
は
、
残
虐
刑
と
な
る
場
合
の
実
例
と
し
て
、

「
将
来
若
し
死
刑
に
つ
い
て
火
あ
ぶ
り
…
…
の
刑
の
ご
と
き
残
虐
な
執
行
方
法
を
定
め
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の

法
律
こ
そ
は
、
ま
さ
に
憲
法
第
三
十
六
条
に
違
反
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
し
、
後
者
は
、
現
行
法
で
定
め

ら
れ
て
い
る
絞
首
と
い
う
死
刑
執
行
方
法
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
無
条
件
に
残
虐
で
な
い
、
な
ど
と
言
っ
て
い
る
の
で
は

な
く
、
絞
首
の
内
容
は
各
国
で
今
日
用
い
ら
れ
て
い
る
絞
首
以
外
の
執
行
方
法
と
比
べ
て
特
別
残
虐
で
は
な
い
か
ら
、
残
虐
で
は
な
い
、

と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
刑
法
＝
条
二
項
が
、
も
し
も
平
沢
氏
に
対
す
る
が
如
く
不
必
要
に
、

否
、
不
法
に
死
の
恐
怖
を
与
え
続
け
つ
つ
、
死
刑
囚
を
異
常
に
長
期
間
拘
置
す
る
こ
と
を
認
め
る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
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そ
し
て
そ
の
よ
う
な
期
間
・
態
様
の
拘
置
が
判
例
の
い
わ
ゆ
る
「
そ
の
時
代
と
環
境
と
に
お
い
て
人
道
上
の
見
地
か
ら
一
般
に
残
虐
性

を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る
な
ら
ば
、
刑
法
＝
条
二
項
自
身
が
「
ま
さ
に
憲
法
第
三
十
六
条
に
違
反
す
る
も
の
」
と
な

る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
の
人
身
保
護
請
求
が
、
全
日
本
、
否
、
全
世
界
の
注
目
を
喚
起
し
た
所
以
の
も
の
は
、
正
に
、
三
〇
年

間
死
の
恐
怖
下
に
死
刑
囚
を
置
き
続
け
た
と
い
う
前
代
未
聞
の
異
常
事
態
が
、
今
の
時
代
と
環
境
に
お
い
て
人
道
上
の
見
地
か
ら
一
般

に
い
か
に
も
残
酷
だ
と
感
じ
ら
れ
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。
一
方
、
火
あ
ぶ
り
や
釜
ゆ
で
が
被
処
刑
者
に
与
え
る
肉
体
的
苦
痛
は
確
か

に
、
今
日
文
明
国
で
認
め
ら
れ
て
い
る
絞
首
、
斬
首
、
銃
、
電
気
、
ガ
ス
に
よ
る
処
刑
方
法
に
比
べ
て
著
し
く
大
き
い
が
、
そ
の
苦
痛

の
存
続
時
間
は
数
分
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
比
べ
て
、
三
〇
年
間
継
続
す
る
死
の
恐
怖
と
い
う
精
神
的
苦
痛
の
方
が
、
小
さ
い
と
言
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
両
苦
痛
は
質
を
異
に
す
る
も
の
の
、
共
に
非
体
験
者
の
想
像
を
絶
す
る
苦
痛
だ
と
い
う
意
味
で
、
比
較
を
拒
絶
す
る
絶

対
的
に
残
虐
な
苦
痛
で
あ
る
。
従
っ
て
、
前
者
を
伴
う
死
刑
が
残
虐
刑
で
あ
る
以
上
、
後
者
を
伴
う
死
刑
も
同
様
に
残
虐
刑
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
し
か
し
真
実
に
は
、
刑
法
＝
条
二
項
は
、
単
に
常
識
的
に
考
え
ら
れ
る
相
当
の
期
間
内
死
刑
執
行
に
備
え
て
身
柄
を
確

保
す
る
た
め
に
必
要
で
な
い
峻
厳
さ
を
伴
う
こ
と
な
し
に
、
拘
置
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
不
必
要
な
峻

厳
さ
を
以
て
、
ま
し
て
や
不
必
要
な
残
酷
さ
を
以
て
、
常
識
的
に
は
考
え
ら
れ
な
い
長
期
間
拘
置
す
る
こ
と
ま
で
、
認
め
る
も
の
で
は

な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
拘
置
を
認
め
た
か
ら
に
は
そ
こ
で
ど
ん
な
に
長
期
に
わ
た
り
ど
ん
な
に
峻
厳
残
酷
な
処
遇
を
し
よ
う
と
、
監

獄
官
吏
の
こ
勝
手
で
す
よ
、
と
言
っ
て
い
る
は
ず
は
な
い
。
も
し
そ
ん
な
こ
と
を
定
め
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
先
述
の
如
く
、
正
に
罪

刑
法
定
主
義
お
よ
び
適
正
手
続
に
真
向
か
ら
違
反
す
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
決
定
の
如
く
、
刑
法
＝
条
二
項
所
定
の
拘
置
で
あ

る
と
い
う
理
由
を
以
て
、
そ
の
拘
置
に
伴
う
不
必
要
な
、
長
期
に
わ
た
る
、
峻
厳
・
残
酷
な
処
遇
を
正
当
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
以
上
に
よ
り
、
決
定
理
由
二
に
示
さ
れ
た
「
残
虐
刑
で
は
な
い
」
と
い
う
主
張
の
根
拠
は
完
全
に
粉
碑
さ
れ
た
。
な
お
、
「
残
虐
刑
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で
あ
る
」
こ
と
の
積
極
的
理
由
は
、
考
え
ら
れ
る
そ
れ
へ
の
反
論
を
一
つ
一
つ
粉
砕
し
な
が
ら
、
す
で
に
一
、
で
述
べ
た
。

　
三
、
憲
法
一
四
条
一
項
（
法
の
下
の
平
等
）
違
反
の
主
張
を
決
定
が
不
問
に
付
し
た
こ
と
に
つ
い
て

　
抗
告
は
、
理
由
の
第
三
点
と
し
て
、
死
刑
の
裁
判
確
定
後
法
に
背
い
て
逃
走
し
自
由
を
享
受
し
さ
し
迫
っ
た
死
の
恐
怖
も
な
く
三
〇

年
間
通
常
の
社
会
生
活
を
送
っ
た
者
に
時
効
の
完
成
を
認
め
な
が
ら
、
判
決
確
定
後
法
を
守
っ
て
自
由
の
剥
奪
を
甘
受
し
「
今
日
は
死

刑
か
、
今
日
は
殺
さ
れ
る
か
」
と
い
う
絶
え
間
な
き
死
の
恐
怖
の
下
に
三
〇
年
間
社
会
か
ら
隔
絶
し
た
非
常
の
生
活
を
送
っ
た
者
に
時

効
の
完
成
を
認
め
ぬ
の
み
か
そ
の
望
み
さ
え
絶
ち
切
っ
て
し
ま
う
の
は
、
法
が
同
じ
死
刑
の
確
定
判
決
を
受
け
た
者
を
極
度
に
不
平
等

に
取
扱
う
も
の
で
、
憲
法
一
四
条
一
項
の
法
の
下
の
平
等
原
則
に
違
反
す
る
、
と
主
張
し
、
原
決
定
が
こ
の
不
平
等
を
是
認
し
た
論
理

を
、
逐
一
論
駁
し
粉
砕
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
明
確
に
ま
ぎ
れ
も
な
く
純
粋
に
憲
法
違
反
の
主
張
で
あ
る
か
ら
、
決
定
理
由
三
に
言
う
如
く
、
「
人
身
保
護
規
則
四
六
条
の

規
定
に
よ
り
民
訴
法
四
一
九
条
ノ
ニ
所
定
の
、
原
審
の
『
裁
判
二
憲
法
ノ
解
釈
ノ
誤
ア
ル
コ
ト
其
ノ
他
憲
法
ノ
違
背
ア
ル
コ
ト
』
を
理

由
と
す
る
抗
告
」
の
要
件
を
充
し
て
お
り
、
従
っ
て
前
記
憲
法
三
一
条
お
よ
び
三
六
条
違
反
の
主
張
と
同
様
に
、
最
高
裁
は
憲
法
が
命

ず
る
厳
粛
な
義
務
と
し
て
、
主
張
の
如
き
違
反
あ
り
や
否
や
に
つ
い
て
精
思
し
、
し
っ
か
り
し
た
理
由
に
基
く
明
確
な
判
断
を
示
す
べ

き
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
決
定
は
、
決
定
理
由
の
ど
こ
に
も
そ
の
判
断
を
示
し
て
い
な
い
。
決
定
理
由
三
の
標
題
は
「
そ
の
余
の
抗
告

理
由
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
こ
に
問
題
の
判
断
が
示
さ
れ
て
い
る
の
か
と
期
待
さ
れ
る
が
、
内
容
を
読
ん
で
み
る
と
、
そ
こ
に
は

「
所
論
は
、
違
憲
を
い
う
が
、
そ
の
実
質
は
、
刑
の
時
効
に
関
す
る
刑
法
三
二
条
な
い
し
そ
の
関
係
法
令
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
の
主

張
で
あ
っ
て
、
民
訴
法
四
一
九
条
ノ
ニ
所
定
の
場
合
に
当
た
ら
な
い
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
右
は
適
法
な
抗
告
理
由
と
い
う
こ
と
は
で
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き
な
い
。
L
と
判
示
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
抗
告
の
憲
法
一
四
条
一
項
違
反
の
主
張
は
、
逃
亡
死
刑
犯
と
死
刑
囚

と
の
問
に
生
じ
る
実
質
的
不
平
等
を
指
摘
し
た
も
の
で
、
そ
れ
自
体
は
、
刑
の
時
効
に
関
す
る
刑
法
三
二
条
な
い
し
そ
の
関
係
法
令
の

解
釈
論
で
は
な
い
か
ら
、
右
判
示
の
中
に
右
不
平
等
の
主
張
に
対
す
る
判
断
が
含
ま
れ
て
い
る
と
は
認
め
え
な
い
。

　
も
っ
と
も
こ
の
場
合
、
不
平
等
・
違
憲
は
、
刑
法
三
二
条
等
を
「
死
刑
囚
に
は
時
効
が
進
行
せ
ぬ
」
と
い
う
趣
旨
に
解
釈
す
る
こ
と

の
不
当
性
の
根
拠
と
し
て
主
張
さ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
意
味
で
刑
法
三
二
条
等
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
の
主
張
で
あ
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
「
右
の
法
令
解
釈
は
憲
法
違
反
で
あ
る
」
と
い
う
主
張
な
の
で
あ
る
か
ら
、
民
法

四
一
九
条
ノ
ニ
所
定
の
原
決
定
に
「
憲
法
ノ
違
背
ア
ル
コ
ト
」
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
い
。
「
原
審
の
法

令
解
釈
は
憲
法
違
反
だ
」
と
い
う
上
訴
理
由
が
、
単
に
法
令
の
解
釈
適
用
に
つ
い
て
の
み
の
主
張
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
理
由
と
し
て
も

憲
法
違
反
を
理
由
と
し
た
こ
と
に
な
ら
ず
、
従
っ
て
適
法
な
上
訴
理
由
に
な
ら
な
い
、
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
こ

そ
ほ
か
な
ら
ぬ
決
定
自
身
が
、
決
定
理
由
一
お
よ
び
二
に
お
い
て
、
「
死
刑
囚
に
は
時
効
が
進
行
し
な
い
」
と
の
原
審
の
法
令
解
釈
は

憲
法
三
一
条
お
よ
び
三
六
条
に
違
反
し
て
い
る
と
の
抗
告
の
主
張
に
対
し
、
本
当
に
判
断
に
な
っ
て
い
る
か
否
か
に
は
先
述
の
如
く
疑

問
が
あ
る
も
の
の
、
主
観
的
に
は
判
断
を
下
し
た
つ
も
り
で
い
る
の
で
は
な
い
の
か
。
何
故
憲
法
一
四
条
違
反
の
み
を
除
け
者
に
し
た

の
か
。

　
か
く
て
本
決
定
は
、
最
高
裁
が
国
民
の
総
意
に
基
き
憲
法
に
よ
っ
て
負
託
さ
れ
た
所
の
、
法
令
解
釈
の
合
憲
性
を
確
保
す
る
と
い
う

厳
粛
な
義
務
の
遂
行
を
完
全
に
慨
怠
し
た
、
言
語
道
断
の
違
憲
的
裁
判
と
言
う
の
ほ
か
は
な
い
。

　
解
怠
の
理
由
は
、
ま
さ
か
「
ま
じ
め
に
抗
告
理
由
を
読
ま
ず
ペ
ラ
ペ
ラ
め
く
っ
て
み
た
だ
け
な
の
で
、
う
っ
か
り
抗
告
理
由
の
第
三

点
を
読
み
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」
と
か
、
「
第
二
点
ま
で
読
ん
で
疲
れ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
一
服
し
て
後
で
読
も
う
と
思
っ
て
い
る
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う
ち
に
忘
れ
て
し
ま
い
、
全
部
読
み
終
っ
た
つ
も
り
に
な
っ
て
第
一
点
と
第
二
点
に
つ
い
て
だ
け
検
討
・
判
示
し
、
そ
れ
で
任
務
完
了

の
つ
も
り
で
い
ま
し
た
。
」
と
か
、
「
全
部
熟
読
し
て
三
つ
の
抗
告
理
由
を
最
初
は
ち
ゃ
ん
と
覚
え
て
い
た
の
で
す
が
、
第
一
点
と
第
二

点
と
を
考
え
て
行
く
間
に
頭
が
朦
朧
と
な
っ
て
、
第
三
点
の
こ
と
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
」
と
か
い
う
こ
と
で
は
あ

る
ま
い
。
法
曹
界
各
界
の
重
鎮
よ
り
成
る
最
高
裁
判
事
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
ふ
ま
じ
め
人
間
や
ぼ
け
人
間
が
、
只
の
一
人
た
り
と
い

る
は
ず
は
な
い
。
し
か
ら
ば
解
怠
の
理
由
は
只
一
つ
、
抗
告
理
由
を
読
む
前
か
ら
棄
却
の
結
論
が
決
ま
っ
て
お
り
、
ど
う
理
由
づ
け
る

か
だ
け
が
問
題
で
あ
っ
た
所
、
さ
て
理
由
を
読
ん
で
見
た
ら
第
一
点
と
第
二
点
と
に
対
し
て
は
斥
け
る
理
由
に
な
る
と
主
観
的
に
思
わ

れ
る
理
窟
が
見
つ
か
っ
た
が
、
第
三
点
に
つ
い
て
は
見
つ
か
ら
ず
、
こ
れ
を
と
り
上
げ
れ
ば
抗
告
理
由
を
認
め
る
以
外
に
方
法
が
な
く

な
る
の
で
、
仕
方
が
な
い
か
ら
気
づ
か
ぬ
ふ
り
を
し
た
の
で
あ
る
。
他
に
一
体
ど
ん
な
理
由
が
考
え
ら
れ
る
と
言
う
の
か
。
在
っ
た
ら

教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　
付
　
　
　
　
　
言

　
人
心
の
頽
廃
、
教
育
の
荒
廃
、
道
徳
の
腐
敗
な
ど
の
言
葉
が
唱
え
ら
れ
て
既
に
久
し
い
。
今
や
頽
廃
堕
落
は
司
法
界
の
中
櫃
に
及
ば

ん
と
し
て
い
る
。
今
こ
そ
石
も
叫
び
出
す
べ
き
秋
で
あ
る
。
願
わ
く
は
、
平
沢
氏
の
国
家
賠
償
請
求
訴
訟
担
当
裁
判
官
諸
賢
、
そ
の
頽

廃
堕
落
か
ら
司
法
の
廉
潔
と
栄
光
を
守
る
一
大
長
城
と
な
ら
ん
こ
と
を
。


